
 6 

 

「目黒区環境基本計画」に掲げた３つの基本目標の達成に向けて、２０１６（平成２８）年度に

実施した主な環境保全施策の内容について報告します。 

 【２０１２（平成２４）～２０１６（平成２８）年度の成果と課題】 
・ 区では、東山中学校に大気汚染測定室を設け、大気汚染物質の常時監視を行っています。測

定項目中、二酸化硫黄（ＳＯ２）、一酸化炭素（ＣＯ）については、環境基準値を下回る低い

数値で安定しているため、２０１４（平成２６）年度をもって測定を止めました。光化学オ

キシダント１は、区内を含む都内で環境基準を達成しておらず、都全体の課題となっています。 

・ 主要幹線道路沿線の窒素酸化物２調査では、測定期間中（２０日間）の二酸化窒素の測定結

果は、環境基準値以下の値でした。 

・ 水環境については、目黒川の１地点において、２つの生活環境項目が環境基準を満たしませ

んでした。また、水温があがる季節には、悪臭や白濁などの課題があります。 

・ 自動車交通騒音（面的調査）では、夜間の環境基準達成率が低い状況が続いており、調査を

継続して騒音の発生状況の把握に努めていきます。 

＜指標の評価＞ 
：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目〔 環境指標 〕 
基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１６ 
（平成２８） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 

評価 

大気環境      

 
大気汚染常時監視 ２２ 

４項目達成 
（光化学オキシダント非達成） 

３項目達成 
（光化学オキシダント非達成） 

環境基準 
の達成  

沿道の窒素酸化物濃度 ２２ 全地点達成 全地点達成 全地点達成※１  

水環境（目黒川での水質測定）      

 
生活環境項目 
（水素イオン濃度／溶存酸素／生

物化学的酸素要求量／浮遊物質量） 
２２ 

1 地点で 1 回 
ＢＯＤ３が環境 
基準値を満た
さなかった 

１地点で１回 
ＢＯＤとＤＯ４

が環境基準値を 
満たさなかった 

全月達成※２  

 
衛生環境項目 
（カドミウム／全シアン／鉛／ 
六価クロム） 

２２ 全月達成 全月達成 全月達成※２  

騒音（沿道の交通騒音測定－面的評価調査－） 

 

対象道路※3 
（玉川／目黒／山手
／駒沢／環七／鮫洲
大山／自由／淡島） 

昼間 ― ― 
６地点中３地点

で達成 
全６地点で 

環境基準の達成 

※４ 

 

夜間 ― ― 
６地点中０地点

で達成 
全６地点で 

環境基準の達成 

※４ 

 

※１ 測定期間中（２０日間）の平均値が、全地点（８地点）で環境基準値を満たしていること。 
※２ 全地点（３地点）、全月（年４回）で環境基準値を満たしていること。 
※３ 国土交通省平成２２年度道路交通センサス（２２区間）が対象。単年度の測定は、全２２区間から偏りのないよう計画的に６区間（地点）を選

定して実施している。 
※４ 前年度との比較で評価した。（２０１５《平成２７》年度は、昼間は 6 地点中４地点で達成、夜間は 6 地点中２地点で達成） 

 
  

環境基本計画の進行管理を行うため、基本方針ごとに指標を設けています。数値目標を設定している環

境指標は３段階（  ・  ・  ）、目指す方向を設定している取組指標は２段階（  ・  ）で評

価しています。また、基本方針によっては、環境指標、取組指標のいずれかしかない場合があります。 

第２章 環境保全施策の推進 

基本目標１ 良好な生活環境を守りはぐくむ 

１－１ きれいな空気と水辺のあるまちで暮らす （本編Ｐ.１０～１８） 

指標について 

光化学オキシダント：大気中で太陽光中の紫外線を受けて、光化学反応により生成する大気汚染物質群のうち二酸化窒素を除いたもの。 

窒素酸化物：燃料中や空気中の窒素が燃焼して酸化することにより生成される。健康影響のほか、光化学オキシダントの原因物質のひとつ。 

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）：河川の水質を表す指標のひとつで、水中の微生物が有機物を酸化・分解するときに消費する酸素の

量を示す。ＢＯＤ値が大きいほど汚濁物質（有機物）が多く、水の汚濁が進んでいるといえる。 

ＤＯ（溶存酸素量）：河川の水質を表す指標のひとつで、水中に含まれる酸素量のこと。 

１ 

３ 

４ 

２ 
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区では、東山中学校屋上に大気汚染測定室を設け、毎年、浮遊

粒子状物質（ＳＰМ）５、微小粒子状物質（ＰＭ２.５）６、二酸

化窒素（ＮＯ２）
７及び光化学オキシダントなどの測定を実施し

ています。観測の結果、光化学オキシダントは、基準を達成しま

せんでした。 

 

河川の水質改善や臭気抑制を目的として、目黒川では、河川・

水面の清掃、河床整正・浚渫８、クリーンアップ大作戦の実施な

どに取り組みました。また、呑川でも河川・水面の清掃に取り組

みました。 

 

「水質汚濁防止法」・「下水道法」に基づく有害物質を製造、使

用又は処理する特定施設の跡地などにおいて、有害物質の漏えい

などによる地下水の汚染を防止するため、区では「都民の健康と

安全を確保する環境に関する条例（東京都環境確保条例）」など

に基づき、土壌汚染調査時に４件の立入監察を実施しました。 

また、区では、アスベスト（石綿）を使用している建築物の実

態把握と、建築物などを解体、改造、補修する際のアスベストの

飛散防止対策徹底のため、解体・改修工事に際して作業方法の指

導などを行っているほか、アスベストの含有などの調査費用の助

成や、中小企業に対するアスベスト含有建築材除去の融資あっせ

んを行っています。調査費用の助成は、１件でした。 
 

 

生活公害（騒音・振動・悪臭など）に係る相談・調整について、

近年の公害相談は、騒音・振動、悪臭など典型７公害のほかに、

アスベスト被害に対する不安や一般生活苦情（空き地の雑草、落

ち葉）など多岐にわたっており、解決までに時間を要する困難な

案件も増加しています。 

 

 

 

 

 

【 ２０１２（平成２４）～２０１６（平成２８）年度の成果と課題 】 

・区内のみどりに関して、公園・ひろばなどの面積は、２０１０（平成２２）年度と比較して

１.０６ｈａ増加し、活動を行う登録団体数も２１団体増加しました。また、みどりのまちな

み助成により、屋上や壁面などに新たに緑化された面積も増加しました。 

・いきものに関しては、いきもの気象台情報提供数が１.６倍に増加しました。野鳥の年間確認

種数は、年による変動はあるものの、長期的には維持しています。 

・みどりの保全と創出を通じて、エコロジカルネットワークを形成していくとともに、みどり

や生物多様性に対する区民意識の醸成、みどりに関わる区民の皆さんとの協働をさらに推進

していきます。 

１－１－４ 身近な生活環境の保全  

１－１－３ 有害物質による汚染の防止  

１－１－２ 水環境の保全  

１－１－１ 大気環境の保全  
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＜光化学オキシダント濃度が    

環境基準値を超えた日数の推移＞ 

１－２ みどりあふれるまちで暮らす       （本編Ｐ.１９～２４） 

＜目黒川クリーンアップ大作戦＞ 

＜公害相談件数＞ 

 

浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）：大気中の粒子状物質のうち、粒径１０マイクロメートル以下のものをいう。呼吸器系に悪影響を及ぼすお

それがあるため、環境基準が設定されている。 

微小粒子状物質（ＰＭ２.５）：大気中の粒子状物質のうち、粒径２.５マイクロメートル以下のものをいう。呼吸器系に悪影響を及ぼ

すおそれがあるため、環境基準が設定されている。 

二酸化窒素（ＮＯ２）：大気中に排出される窒素酸化物のほとんどを占めている。主に自動車排気ガスなどから発生し、呼吸器系に悪

影響を及ぼすこともあるため、環境基準が設定されている。 

河床整正・浚渫（かしょうせいせい・しゅんせつ）：河床をならし、堆積した土砂を取り除くこと。 

５ 

６ 

７ 

８ 
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＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目  環境指標 

取組指標 
 
基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１６ 
（平成２８） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 
（目指す方向） 

評価 

みどりの量      

 
緑被率※１ １５ １７.１％ １７.３％※２  ２０％※３  

公園・ひろばなどの面積 ２２ ４９.０１ha ５０.０７ha ５２ha  

みどりの質      

 
公園などで活動を行う 
登録団体数※４ 

２２ ９１団体 １１２団体 １００団体  

 指標在来生物種の分布率 ２２ ３７％ ４４％ ５０％  

みどりのまちなみ助成緑化面積・延長（累計値） 

 

接道 ２２ ９,５８１.１２ｍ １０,４０４.３７ｍ 

増加 
 

屋上 ２２ ３,７２６.５５m2 ４,９０３.３９m2 

壁面 ２２ ４１４.６７m2 ４７６.８５m2 

いきもの気象台情報提供数 ２２ １,６９５件 ２,７８４件 増加  

いきもの発見隊実施 
（回数／参加人数） 

２２ ２回／１３４人 ２回／７７人 継続  

野鳥の年間確認種数※５ ２２ ５２種 ４４種 維持  

 
※１ 緑被率：一定地域の中で上空から見て芝や樹冠など緑で地上が

覆われた面積が占める割合。水面や広場を含まない純粋な植物

の緑が対象。概ね 5 年に 1 度の測定のため２６年度実績値。 

※２ ２０１４（平成２６）年度実績値。 

※３ ２０２５（平成３７）年度数値目標（目指す方向）。 

※４ 公園活動登録団体とグリーンクラブ。 

※５ ２０１６（平成２８）年１～１２月での集計。 

 

 
区のみどりの約５割は、住宅地にあります。このため、住宅地のみどりの保全を図ることが大切です。

区では、一定規模以上の大きさの樹木、生け垣、樹林を保存樹木などとして指定し、維持管理費用の一部

を助成しています。なお、２０１２（平成２４）年度から休止していた新規指定を２０１５（平成２７）

年度から再開し、総数は６７１件となりました。 

 

種別 指定対象 指定数 

保存樹木 幹周りが８０cm 以上又は高さが１５ｍ以上ある樹木 ５８０本  

保存生け垣 高さが０.９ｍ以上で長さが２０ｍ以上ある生け垣 ６５件  

保存樹林 ３００m2以上の樹林地 ２６件  

 

 

区全体の面積の約７割は、民有地です。区では、民有地にみどりを

増やすため、「みどりのまちなみ助成」を実施しています。接道（道

路沿い）１７７.９４ｍ、屋上・ベランダ５６.２７㎡が新たに緑化さ

れました。 
 

 

雑木林の管理作業や自然観察を通じて自然保護意識の向上を図る

ことを目的に、自然クラブを２４回開催し、８５３人の参加がありま

した。また、駒場野公園内の自然観察舎で体験型自然学習の推進を行

っています。自然観察舎は１６,２３７人の利用がありました。  

１－２－３ 都市の生物多様性の確保  

１－２－２ 身近な場所にみどりを育てる  

１－２－１ 街なかのみどりの保全  

＜保存樹木などの指定状況＞ 

＜道路沿い緑化の例＞ 

 

＜住民参加による公園管理＞  
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【 ２０１２（平成２４）～２０１６（平成２８）年度の成果と課題 】 

・スイーパーズ 9 の活動団体数は、３４団体となり、この５年間で２団体増加し、目標値を

達成しました。まちの美化を推進するため、引き続き活動の継続、参加団体の増加に向けた

支援を進めます。 
 

＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目〔取組指標〕 
基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１６ 
（平成２８） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 
（目指す方向） 

評価 

スイーパーズの活動団体数 ２２ ３２団体 ３４団体 増加  

区内文化財めぐり開催 
（回数／参加者数） 

２２ ７回／２４６人 ６回／１７９人 継続  

 

 

中目黒スイーパーズの活動実績として、１,３４３回、延べ１２,

５４６人が清掃活動に参加しました。 

区では、環境美化推進団体にトングやガム取り棒など清掃用具

の貸出しや啓発品の提供、さらに落書きの消去剤の貸出し３件を

行いました。また、落書き防止対策の補助１件、相談８件を受け

付けました。 

また、犬のふん放置防止などのマナー向上のため、啓発プレー

トの配布と犬の飼い方の講習を開催したほか、苦情などの相談に

対応しました。 
 

 

区内に残る文化財を守り後世に伝えていくため、調査や保護を行い、文化財マップなどの作成と普及活

動を行っています。 

さらに、すずめのお宿緑地公園内にある、区指定文化財の旧栗山家主屋を移築復元した「古民家」では、

節句飾り、七夕まつりなどの年中行事を行い、伝統文化を学び継承する機会を提供しました。また、「東京

９区 文化財・古民家めぐり10」の合同開催など、他区と連携した取組も推進しました。 
 

                       （単位：件） 

項目 内容 件数 

遺跡調査 

建設工事に伴う埋蔵文化財の試掘調査 １１ 

立会調査 ４２ 

整理調査 ３ 

発掘調査 ０ 

標識整備 文化財説明板 ４ 

                                                   
9  スイーパーズ：ボランティアによる清掃活動団体のことで、現在、中目黒スイーパーズは中目黒駅周辺、権之助・大鳥スイーパーズ

は目黒駅周辺で活動している。 
10 東京９区 文化財・古民家めぐり：東京９区とは足立区、北区、板橋区、江戸川区、江東区、練馬区、杉並区、世田谷区、目黒区の

９区のこと。 

１－３－２ 街並み景観の向上・歴史的文化的資源の活用  

１－３－１ きれいで住み心地のよいまちづくり  

１－３ 安らぎのあるまちをつくる       （本編Ｐ.２５～２７） 

＜取組内容＞ 

＜スイーパーズ活動＞ 

＜節句の鯉のぼり＞ 
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２－１－３ ごみの適正処理の推進  

 

 
 
 
 

【 ２０１２（平成２４）～２０１６（平成２８）年度の成果と課題 】 

・２０１６（平成２８）年度のごみ量は、５２,７０５ｔであり、２０１０（平成２２）年度と

比較して１,７７５ｔ減少しましたが、更なる削減に向け取組を進めていきます。 

・リサイクル率は、高い水準（２３区の中でトップ水準）を維持しているものの、２０１０（平

成２２）年度と比較して１.２％減少しました。資源回収量も１,８６３ｔ減少しており、ごみ

の分別、資源回収の取組を推進していきます。 

・マイバッグ持参率は、２０１０（平成２２）年度と比較して増加していますが、２０１４（平

成２６）年度以降、約７６～７８％の間で推移しており、横ばいとなっています。マイバッ

グ持参をはじめとする、ごみの発生抑制に向けた取組の普及に更に努めていきます。 
 

＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

 指標項目  
環境指標 

取組指標 
 
基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１６ 
（平成２８） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 
（目指す方向） 

評価 

ごみ量 ２２ ５４,４８０ｔ ５２,７０５ｔ ４２,１６３ｔ  

リサイクル率 ２２ ２７.９％ ２６.７％ 
２０１６ 

（平成２８）年 
までに４０％ 

 

資源回収量 ２２ ２１,０２９ｔ １９,１６６ｔ 増加  

区民１人・１日あたりのごみ量 ２２ ５７０ｇ ５２８ｇ 減少  

区民１人・１日あたりの資源量 ２２ ２２０ｇ １９２ｇ 増加  

マイバッグ持参率 ２２ ６９.３％ ７６.８％ 増加  

※この指標は、２０１６（平成２８）年３月改定前の「目黒区一般廃棄物処理基本計画」に基づいて作成しています。 
 
 
 

 

これまで呼びかけを行ってきた「めぐろ買い物ルール」に加え、「１

人１日あたりごみ量を約１００ｇ減量」に向け、「ＭＧＲ１００」プロ

ジェクトスタートキャンペーンを行い、ごみ減量アイディアを募集し、

区ホームページで紹介しました。 

 
 

リユース・リサイクルを定着させ、「もったいない」意識の向上と環

境への理解を深めるため、リサイクル着物セールや子ども服の交換会を

開催しています。各家庭に眠っている不用品が有効利用される場の提供

にもなっています。 

 

 

区内の保育園や小学校など３４か所に出張し、子どもを対象に、資源

やごみの適正排出やごみの減量について、スケルトン清掃車やパネルな

どを活用しながら講座を行う、環境学習を実施しました。  

基本目標２ ライフスタイルの転換で環境を守りはぐくむ 

２－１ ものを大切にする地域社会をめざす   （本編Ｐ.２８～３５） 

２－１－２ 円滑な資源循環  

２－１－１ ごみの発生抑制  

＜環境学習の様子＞ 
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＜打ち水＞ 

 

 

 

【 ２０１２（平成２４）～２０１６（平成２８）年度の成果と課題 】 

・ 温室効果ガス排出量は、１,１０９千 t-CO2eqであり、２００４（平成１６）年度と比較し

５０千 t-CO2eq 減少しましたが、更なる削減に向け今後も継続した取組を行います。 

・ 区民の皆さんの再生可能エネルギーへの関心は高く、太陽光発電システムの助成件数（累計）

は、２０１０（平成２２）年度と比較して７.３倍に増加しました。温室効果ガス排出量の

削減に向け、引き続き再生可能エネルギーの普及拡大を図っていきます。 

・ 区内街路灯のＬＥＤ設置数（累計）、保水性舗装・遮熱性舗装の整備面積も５年間で着実に

増加しており、今後も適切に取組を進めていきます。 

＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目 
 環境指標 

取組指標 
 

基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１６ 
（平成２８） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 
（目指す方向） 

評価 

温室効果ガス排出量 

（二酸化炭素）※１ 
１６ 

１,１５９ 

千 t-CO2eq※２ 

１,１０９ 
千ｔ-ＣＯ２ｅｑ 

（２０１４《平成２６》
年度実績値） 

１,０１１ 
千ｔ-ＣＯ２ｅｑ※３ 
（２０２０《平成３２》 

年度目標値） 

 

太陽光発電システムの助成
件数（累計値）※４ 

２２ ９５件 ６９８件 増加  

区内街路灯のＬＥＤ 
設置数（累計値） 

２２ ６３２基 ４,９１９基 増加  

庁用車の低公害車導入台数 ２２ １台 ２台 増加  

保水性舗装・遮熱性舗装の整備面積 

 
保水性舗装（累計値） ２２ ６,１５５ｍ２ １０,７４８ｍ２※５ 増加 － 

遮熱性舗装（累計値） ２２ ３,４１７ｍ２ ５,９７４ｍ２※６ 増加  
 
※１「目黒区地球温暖化対策地域推進計画（第二次計画）」では、「地球温暖化対策推進法」の対象である７種類のガスのうち９６％以上を占め

る「二酸化炭素」が対象。 
※２ ＣＯ２ｅｑは“ＣＯ２equivalent”の略。エネルギー使用量を二酸化炭素の排出係数を用いてＣＯ２相当量に換算した値。 
※３「目黒区地球温暖化対策地域推進計画（第二次計画）」の計画期間は、２０２０（平成３２）年度まで。最新値は２０１４（平成２６）年度

の数値。出典：オール東京６２市区町村共同事業「みどり東京・温暖化防止プロジェクト」特別区の温室効果ガス排出量〈１９９０《平成
２》～２０１４《平成２６》年度〉・２０１７（平成２９）年３月発行 

※4 住宅用新エネルギー及び省エネルギー機器設置費の助成額を、太陽光発電システムの助成上限額で換算した件数。 
※5 ２０１６（平成２８）年度版めぐろの環境掲載値は目黒川沿線の数値のみだったため、全体の数値に訂正。 
※6 保水性舗装と遮熱性舗装を隔年で実施し、２０１６（平成２８）年度は遮熱性舗装を実施。 

 

 

省エネ行動を推進するため、講座などを展開しています。みんなで楽しく笑いながら省エネにトライす

る、「めぐろ笑エネトライ」には、１８人の参加がありました。 

また、区有施設において節電対策の一環として、５月１日から１０月３１日までの期間で室内温度を 

２８度に設定し、軽装で仕事を行う「節電ビズ」を実施しました。 

 

太陽光発電の導入やエコカーの購入など、中小企業者の環境に配

慮した設備導入を支援するため、融資あっせんに優遇利率を適用し

ています。融資あっせん実績は、太陽光発電が３件、低公害車の導

入が５件でした。 

 

田道ふれあい館で打ち水を実施し、５０人が参加しました。 

２－２－１ 低炭素ライフスタイルの普及  

２－２－２ 事業活動の低炭素化  

２－２－３ ヒートアイランド現象の緩和  

しょう 

２－２ 地球にやさしい地域社会をつくる     （本編Ｐ.３６～４０） 
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＜さき織り体験講座＞ 

 

 
【 ２０１２（平成２４）～２０１６（平成２８）年度の成果と課題 】 

・ ２０１６（平成２８）年度に開催された環境推進員養成講座では、１２人が修了生となりました。

このうち９人がめぐろエコサポーター制度に登録し、１年間の環境保全活動終了後に、環境推進

員として登録される予定です。今後も養成講座を開催するとともに、養成講座修了生への支援を

充実させ、地域で活動する環境推進員の増加を目指します。 
・ 「めぐろ笑エネトライ」の参加人数、「めぐろグリーンアクションプログラム（事業所版）」

の新規認定件数が伸び悩んでいます。より多くの区民の皆さんや事業者に参加いただけるよ

う、周知、普及啓発に努めていきます。 

＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目 
 環境指標 

取組指標 
 
基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１６ 
（平成２８） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 
（目指す方向） 

評価 

環境推進員養成講座修了者数 
（累計値） 

２２ ６３人 １５８人 ２６３人  

環境保全活動参加経験率※１ ２４ ５.８％ ６.６％ 
２０１２ 

（平成２４）年度 
実積＋１０％ 

 

環境に関する情報提供の満足度※2 ２４ １１.０％ １７.７％ 
２０１２ 

（平成２４）年度 
実積＋１０％ 

 

めぐろ笑
しょう

エネトライの参加者数※３ ２７ ２２人 １８人 増加  

めぐろグリーンアクションプログ
ラム（事業所版）の新規認定件数 

２２ １件 ０件 増加  

区ホームページ※４（もっと知りた
い環境のこと）アクセス数 

２３ ６９７件 １９７件 増加  

※１ 環境に関するアンケートの問「区で行っている環境保全に関する取組への参加経験」に対し、どれかに参加したことがあると答えた人の割合。 

※２ 環境に関するアンケートの問「環境に関する情報提供の満足度」に対し、満足及びやや満足と答えた人の割合。 

※３ めぐろ笑
しょう

エネトライは、めぐろグリーンアクションプログラム普及版を改訂した事業。 

※４ トップページ＞キーワードから知るめぐろのこと＞学ぶ＞もっと知りたい環境のこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の環境月間に総合庁舎西口ロビーで環境パネル展

を行い、省エネ活動・ポイ捨て防止の啓発や、環境推進員

などを紹介しました。エコプラザニュースの発行など、広

報の充実を図り、さまざまな機会、媒体を活用して環境情

報の発信力を高めました。 

 

 

環境推進員養成講座を開催しました。１５人の受講生の

うち、１２人が修了しました。

利用項目 登録人数／利用回数 

新規利用登録数 １４２人 

活動室利用件数 ４６６件 

図書貸出件数 １８６件 

不用品情報登録件数 ３０１件 

不用品のあっせん成立 ９２件 

３－１ 人を育てて行動を促す         （本編Ｐ.４１～４９） 

基本目標３ 環境を守りはぐくむ人づくり 

＜目黒区エコプラザ情報室の利用状況＞ 

 

３－１－１ 環境教育・学習の推進  

３－１－２ 環境情報の提供  

３－１－３ 人材や活動団体の育成  

しょう 

環境に配慮した生活を提案するため、身近な体験を通して楽しく学

べる、さまざまなテーマの講座・講習会を目黒区エコプラザで開催し

ました。バスボム講座など延べ９７講座を開催し、２,５６４人が参加

しました。 
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めぐろグリーンアクションプログラム（事業所版）を推進し、認定会を３回行いました。更新認定が   

３件、中間報告が１７件ありました。新規の認定は、ありませんでした。 
 

  
【 ２０１２（平成２４）～２０１６（平成２８）年度の成果と課題 】 

・ 目黒区エコプラザ登録団体数は、６団体で、２０１０（平成２２）年度より減少しました。

区民の皆さん、団体、事業者の行動は、環境保全の取組の中心的な役割を担うものであり、

すべての環境の基盤となるものであることから、育成した人材の活躍の支援、活動の組織化、

人材や団体の交流などの支援を強化していきます。 
・ 地球温暖化対策地域協議会、環境審議会ともに継続的に開催しています。今後も、定期的に

地球温暖化対策地域協議会、環境審議会を開催し、区民の皆さん・団体・事業者のパートナ

ーシップにより環境施策を推進していきます。 
 
＜指標の評価＞ 

：目標値を達成   ：目標値に近づいている   ：目標値に近づいていない  －：現状値を把握していない 

指標項目  
環境指標 

取組指標 
 

基準
年度 

基準年度末 
時点実績値 

２０１６ 
（平成２８） 
年度末実績値 

２０２１ 
（平成３３） 
年度数値目標 
（目指す方向） 

評価 

目黒区エコプラザ登録団体数 ２２ 8 団体 ６団体 
３８団体 

（３団体／年） 
 

地球温暖化対策地域協議会開催回数  ２２ ２回 ２回 継続的な開催  

環境審議会開催回数 ２２ ４回 ５回 継続的な開催  

    
 

２０１６（平成２８）年６月に、エコライフめぐろ推進協会と共催で

「エコまつり めぐろ２０１６」を開催しました。参加団体数は４１団

体、来場者数は約１,８７０人でした。 

また、地域の環境活動の活性化につなげるため、幅広い環境活動

に継続して取り組んでいる区民の皆さん・団体・事業者を顕彰する

「エコ・チャレンジ顕彰」について、３事業者を顕彰しました。 

 

 

協働による環境保全活動の推進に向けて、環境審議会を５回開催し、「目黒区環境基本計画」改定について

の審議を行いました。 

また、地球温暖化対策地域協議会を２回開催し、「目黒区地球温暖化対策地域推進計画」の進捗状況の確認、

目標に向けた効果的な取組について検討しました。 

 

 

「めぐろエコの森」は、地球温暖化対策におけるカーボン・オフセッ

ト11 を展望した事業のひとつとして、２０１０（平成２２）年度に友

好都市である宮城県角田市の四方山の一角に創設しました。 

「めぐろエコの森」に植樹した樹木を生育させるために、生育の支障

となる下草などの刈り払いを２回行いました。さらに、獣類による被害

を防止するための忌避剤散布を行いました。 

                                                   
11 カーボン・オフセット：温室効果ガス排出量のうち、どうしても削減できない量の全部又は一部を他の場所での排出削減・吸収量で

オフセット（埋め合わせ）すること。 

３－１－４ 事業者の取組の促進  

３－２ 人のつながりを育てる          （本編Ｐ.５０～５３） 

＜エコまつり めぐろ２０１６＞ 

３－２－１ 地域の環境保全活動の活性化・ネットワーク化  

３－２－２ 区民・事業者・区のパートナーシップの構築  

３－２－３ 地域を越えた広域的な連携  

＜めぐろエコの森＞ 


